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１．はじめに  南海電気鉄道株式会社の高野線は、大阪都心部の難波と和歌山県の世界遺産登録された高野山

を結ぶ路線であり、国内外から沢山の観光客に利用されている。高野線の和歌山県内は、線路片側に急峻な山裾

が近接する最大勾配 50‰の山岳路線である。この様な区間では、沿線斜面の樹木の転倒や折損が建築限界支障へ

と直結し、列車運行の妨げとなる事象が発生している（図－1）。よって、高野線のうち山岳路線に相当する高野

下駅から極楽橋駅間を対象に目視を主体とした線路に近接する樹木の現地調査を実施し、倒木危険度の高い樹木

（以下、「危険樹木」という。）の抽出方法及び対策案について提案を行

ったので報告する。 

２．調査方法  健全な樹木が倒木に至る原因は、外因・内因それぞ

れが多種多様であり、樹木そのものに対する専門的な知識および経験が

必要とされるため、健全度判定には検査担当者個々の力量が影響し定量

的な診断は困難である。 

また、外因には対象樹木が生育している環境（地形・地質など）も密

接に関係しているため、樹木の専門知識のみならず斜面防災の専門知識

も必要とされる。そこで、今回の調査では日常的に線路の管理を行い、

周辺環境に詳しい電鉄の担当者が 1 名、斜面の通常全般検査などを業務

としており、斜面防災の知識に長けたコンサルタントが 2 名、樹木の診

断および治療の経験が豊富な樹木医が2名といった計5名体制での調査

を基本とした。調査範囲は、電鉄保有の線路平面図等資料を用いて選定

し、線路直交方向は、原則として線路内からの目視可能な範囲として設

定した。表－1に現地調査の概要を示す。現地調査は、高野線高野下駅

から極楽橋駅間の約 10km 区間を樹木・斜面双方の専門家にて 5 日間か

けて調査し、危険樹木を抽出した。現地作業では、対象斜面の概況なら

びに、調査範囲内に生育する樹木の健全性の把握を目的として表－2に

示す 2 項目を実施した。また、図－2に現地調査状況を示す。 

３．倒木危険樹木の評価  現地調査後、抽出した危険樹木に対して

調査エリアや識別番号、位置・立地環境、樹木状況を元に整理した例を

表－3および図－3に示す。 表中に記載の評価項目の詳細は表－4に示

す通りに定めた。 

結果、調査範囲である高野下駅～極楽橋駅間において、総数 277 箇所

の危険樹木等を抽出した。それらに対して、表－4に基づく評価を行っ

たところ、優先度が高となるものが 35 箇所（単木 32 本、樹群 1 ヶ所、

その他 2 ヶ所）、中が 46 箇所（単木 32 本、樹群 14 ヶ所）、低が 161 箇

所という結果になった。また、抽出された危険樹木を状態ごとに分類す

ると表－5の通りとなる。 

キーワード 山岳路線、倒木、列車支障、樹木医、斜面防災 
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表－1 現地調査の概要 

表－2 現地作業実施項目 

図－2 現地調査状況 

調査区間 高野下駅～極楽橋駅

キロ程 10.298km

調査日数 昼間5日間

調査手法 入念な目視、簡易な検査器具

図－1 倒木による列車支障の事例 

(b)テーピング (a)簡易計測器具 

調査項目 内容

樹木外観の診断

・樹木医が入念な目視、簡易な計測器具等

・を用いて危険樹木を抽出

・危険樹木にはテーピングによる識別票を

・取り付け

・樹高および直径の測定

・樹種の確認

・危険樹木が生育する林地群の状態を分類

林地概況の調査

・危険樹木の概略位置を把握

・軌道及び線路構造物との離隔距離を計測

・倒木の外因となる地形及び地質を確認
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４．倒木対策の検討  危険樹木の評価結果を受けて、考えられる対策案

を以下の通り提案した。 

・伐採：支障が懸念される樹木を根元から伐採する方法であり、早期の対

応が必要である。（危険樹の除去が望ましい。） 

・伐採要：将来的には伐採を実施する必要がある。 

・剪定：転倒、折損時に支障する範囲のみを除外する方法であり、早期の

対応が必要である。（枝葉が架線に接触しているなど） 

・剪定要：将来的には剪定を実施する必要がある。 

・ケーブリング：転倒、折損時に支障を及ぼす影響のある樹木に対して、

周囲の樹木とロープ等で締結することで列車走行の安全を確保する方法

であり、唯一伐採や剪定をしない方法である。施工性に優れ、樹木の成長

を妨げない樹脂製樹木サポートロープによる対策（例えば、道路などでの

使用実績があるコブラツリーケーブリングシステムなど 1））を念頭に置い

ている。 

なお、今回の調査で危険樹木として抽出された箇所の多くに対して伐採

を対策として提案しているが、これは対象樹木の周辺に支えとなるような

樹木がないこと、また、対象樹木の規模が大きく倒木が列車支障に直結す

ること等が理由である。鉄道近傍の樹木伐採は施工が非常に困難であるが、

今回の調査結果を基に、優先順位をつけて確実に対策を進める必要がある。 

５．まとめ  （１）各分野の専門家（保線、樹木医、コンサルタント）

とともに入念な目視と簡易な検査器具を使用した倒木危険度の高い樹木

の抽出を行った。（２）調査の結果、総数 277 箇所の危険樹木等を抽出し

た。うち、優先度が高となるものが 35 箇所、中が 46 箇所、低が 161 箇所

と分類された。（３）樹木の状態より、５つの対策案（伐採、伐採要、剪

定、剪定要、ケーブリング）を提案した。（４）今回の現地調査結果をも

とに、優先度の高いものから伐採などの対策を行う計画を立案中である。

なお、線路に近接した樹木の伐採は高度な技術を要することから、樹木医

と改めて現地踏査を行い、入念な計画のもと、対策の実施を検討したい。

また、危険樹木伐採後の箇所は、樹木医の協力を得て、観光路線としての

景観整備にも取り組みたいと考えている。最後に、危険樹木の調査及び対

策案の検討にあたり、株式会社ジェイアール総研エンジニアリング様に多

大なる協力をいただいたので、この場を借りて御礼申し上げる。 

 

参考文献  1)一般社団法人日本樹木医会：ツリードクターNo.20，pp75-81，2013 

表－3 調査結果一覧表（抜粋） 

表－4 評価項目の詳細 

表－5 危険樹木の分類 

(a)坑口上部 

(b)根元の腐朽 

種類 説明

枝葉被覆
軌道側・架線上部に大きく伸ばした樹木群が多く

のエリアで見られた。

衰退樹
密度管理が適切になされていない日照不足の林内

（主として人工林）には、衰退樹が見られた。

片枝樹
軌道側空間に枝葉を伸ばすが、反対側は他の樹が

あり軌道側に偏った枝を持つ樹が多く見られた。

傾斜木
衰退および片枝により軌道方向へと傾斜した樹木

が散見された。

腐朽木
木材腐朽菌による劣化が進行している樹木が見られ

た。

項目 ランク 説明

AA 危険なもの。

A 危険の兆候が認められるもの。

B 将来的にAとなる可能性があるもの。

大
事象が発生した場合、列車運行への影響が大きい

と判断されるもの。

中
事象が発生した場合、場合によっては列車運行へ

の影響があると判断されるもの。

小
事象が発生した場合、列車運行への影響が小さい

と判断されるもの。

高
危険度が高いが効果的な措置が可能だと判断され

るもの。

中
危険度は高くないが計画的に措置を実施する必要

があるもの。

低 将来的には措置が必要となる可能性があるもの。

危険度

線路設備へ

の影響度

優先度

図－3 優先度「高」の一例 
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